
 こども手当支給事業は９億６,２００万円。対象は０歳から中学校修了

までの子ども。親の所得制限はなく、１人月額２６,０００円を支給する

が、１０年度は半額の１３,０００円。費用負担は全額国庫負担というわ

けでしたが、１０年度は現行の児童手当分の費用は継続して子ども手当

に含めるということになりました。 
 現行の児童手当については、対象は０歳から小学校修了まで、親の所

得制限があって（約８００万円前後）０歳から３歳未満が月額１万円、

３歳からは５千円で、第３子以降は年齢に関係なく１万円。費用は自治

体や親の働いている企業なども負担している。 
 他に児童扶養手当支給に約２億円、老人保護措置に１億円、知的障害

者施設訓練等支援に１億８,５００万円、子どもの医療費無料化など福祉

医療費に４億８,０００万円、生活保護の扶助費は前年比１億円増の４億

円、環状線事業に８,５００万円、道路補修事業に２,０００万円増の６,
８００万円、望郷ライン関係の借金返済に２億７,５００万円など。 

 かねてから市民要望のあった「沼田市市 
民活動センター“ホットステーションぬま 
たん家”」がオープンし、記念式典が２月１ 
３日午後２時から設置された保健福祉セン 
ターにおいて催されました。センターの愛 
称を公募し、「ホットステーション」と「ぬ 
またん家」の 2 つが選ばれ、併用することになり、応募した 2 人の表彰が

行われました。式典後、「見直そう！！近所力・地域力」と題して多田そう

べい氏が記念講演会を行いました。ぬまたん家は、市民活動などを行って

いれば誰でも活用できます。井之川博幸議 
員は、「市民活動支援センター」の設置に 
ついて、一般質問等で、何度か要求してき 
ました。井之川博幸議員は詳細は当施設に 
お問い合わせください。（２２－８４４４） 

新規事業では、利南公民館に 
太陽光発電システムを１,１８７ 
万円で設置します。新宿区との 
カーボンオフセットを行なう地 
球温暖化対策推進事業は８８万 
円、白沢地区の望郷ライントイ 
レ設置に６７０万円、Ｂ級グル 
メ研究事業に５０万円、地域自 
殺対策緊急強化事業に１９万円などが予算化されています。 
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               歳出の投資的経費９億円のうち３分

の１の３億２，５０５万円が「中心市街

地土地区画整理事業」に使われます。毎

年待機児童が数十人規模で発生してい

る保育園や入所待機者が１００人規模

の特別養護老人ホーム、希望者が多く慢 
性的に不足している市営住宅など、市民生活に切実に密着している施設 
の増設などはまったく予算化されていません。 
 歳入の市税は０．９％減の６２億５,５７７万円、地方交付税は４．

７％増の６３億８,９００万円、地方債依存度は１．１％減の７．１％、

経常収支比率は１．９％減の１００．６％、実質公債費比率は０．５％

減の１９．１％を見込んでいます。特別会計などを含む総予算額は０．

１％増の３３８億円です。 

 １６日、沼田市の新年度予算案の内示が行なわれ、一般会計は、前年

比２．７％増の２０３億１,６０６万円で、国のこども手当増額分７億

４,０００万円を除くと実質１．０％減の６年連続マイナス予算です。 

 保健福祉センター４階

で開催された記念式典 

駐車場になっている天狗広場 

 太陽光発電システムの設置が

予定されている利南公民館 


